
6町‾己　回

。

ぶ’

み
ty

言百
復
元
す
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
が
た
は
に
わ

国
内
最
大
級
の
家
形
埴
輪

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
発
掘
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
、
富
士
山
古
墳
の
埴
輪
の
復
元
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
二
棟
の
家
形
埴
輪
を
確
認
し
、
国
内
で
は
最
大
級

の
家
形
埴
輪
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
運
記
事
Ｐ
２
、
３
）



富士山古墳から

国内最大級の家形埴輪出土

組
み
合
わ
せ
式

　
い
り
も
や

入
母
屋
造
り
の
家
形
埴
輪

　
出
土
し
た
組
み
合
わ
せ
式
入
母
屋
造
り
家
形
埴
輪
は
、
屋
机

下
生
節
以
下
の
本
体
（
下
写
真
Ａ
）
と
屋
根
上
半
節
（
下
写
真

吾
と
を
別
個
に
つ
く
り
、
別
々
に
焼
き
上
げ
た
後
、
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
屋
根
の
部
分
に
は
三
角
紋
が
描
か
れ
、
赤
、
黒
、
無
地
の
模

様
が
規
則
正
し
く
色
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
壁
の
両
側
に
は
窓

と
思
わ
れ
る
長
方
形
の
穴
も
開
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
体
の
高

さ
は
１
６
８
ｍ
も
あ
り
、
ま
さ
に
大
王
の
家
に
ふ
さ
わ
し
い
巨

大
な
家
形
埴
輪
で
す
。

　
　
　
　
　
）

組合せ式入母屋造り家形埴輪
ＡW

Ｂ

φ＋
組
み
合
わ
せ
る

厘根上半蔀）

(復元図)入母屋造り家形埴輪（本体）

２



円
柱
を
も
つ
家
形
埴
輪

　
合
計
1
2
本
の
桂
を
も
つ
、
二
階
屋
の

建
物
で
す
。
屋
根
の
上
半
部
（
左
写
真

言
に
は
三
角
紋
が
全
面
に
描
か
れ
、

赤
と
黒
の
色
彩
が
交
互
に
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
色
彩
も
約
１
、
５
０
０

年
前
に
描
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

に
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
建
物
に
は
壁
が
な
く
、
ま
た
、

屋
根
の
上
に
は
「
堅
魚
木
」
が
の
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
人
の
住
ま
い
と
い
う
よ

り
特
別
な
ま
つ
り
な
ど
に
使
わ
れ
た
家

円柱をもつ家形埴輪の屋根
Ｃ

を
ま
ね
て
つ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
全
国
的
に
も
非
常
に
珍
し
い
家
形

埴
輪
で
す
。
（
下
役
元
凶
参
照
、
建
物

本
体
部
分
は
現
在
復
元
中
）

　
全
体
的
な
犬
き
さ
は
、
先
の
家
形
埴

輪
よ
り
は
小
さ
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
１
５
０
ｍ
は
越
え
る
巨
大
な

埴
輪
と
な
り
ま
す
。

往
①
「
堅
魚
（
か
っ
お
禾
）

　
神
社
建
築
な
ど
で
棟
本
の
上
に
直
角

　
に
並
べ
て
お
く
円
柱
上
の
飾
り
本
）

上
に
乗
っ
て
い
る
の
が
堅
魚
木
（
か
つ
お
水
）

円柱をもつ家形埴輪（復元図）

円筒埴輪列出土

　昨年の発掘調査時にも、塚の廻りに５百本以上並んで

いると推定される円筒埴輪も出土しまし仁

円
筒
埴
輪
列
の
出
土
状
況

◇
ま
と
め

　
今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
富
士

山
古
墳
は
県
内
で
は
鍛
大
の
円
墳
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ほ

ぼ
完
全
な
形
の
水
影
埴
輪
を
発
見
で
き

た
こ
と
な
ど
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
水
形
埴
輪
は
当
時
の

水
を
ま
ね
て
つ
く
っ
て
い
る
た
め
、
そ

の
当
時
の
権
力
者
が
ど
の
よ
う
な
水
に

体
ん
で
い
た
か
と
い
う
手
掛
か
り
を
現

在
の
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
水
形
埴

輪
の
他
に
、
さ
し
ば
（
高
貴
な
ひ
と
の

き
し
か
け
た
う
ち
わ
）
や
盾
を
ま
ね
た

埴
輪
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
の
埴
輪
も
当
時
、
古
墳
に
た
て
ら

れ
て
い
た
場
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
た

め
、
富
士
山
古
墳
全
体
に
ど
の
よ
う
に

埴
輪
が
た
て
ら
れ
て
い
た
か
を
復
元
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
発
掘
調
査
で

は
予
想
を
上
回
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
町

教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
も

と
に
富
士
山
古
墳
の
保
護
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
今

回
出
土
し
た
埴
輪
の
復
元
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
家
影
埴
輪
以
上
に
珍

し
い
埴
輪
が
復
元
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
復
元
作
業
の
過
程
は
町
広
報
等

で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
行
く
予
定
で
す
。

３



県
議
心

木
委
員

黒
川
河
川
改
修
地
を
現
地
調
査

　
　
　
　
　
　
東
雲
橋
上
勝
井
橋
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
促
進
を
要
望

　
栃
木
県
議
会
土
木
委
員
会
（
阿
久
津
　
　
雲
公
園
を
観
光
地
的
要
素
を
持
っ
た
公

憲
二
委
員
長
ほ
か
８
名
）
と
県
関
係
者
　
　
園
と
し
て
整
備
す
る
計
画
を
立
て
て
い

の
丁
付
が
７
月
Ｊ
］
日
、
黒
川
河
川
改
修
　
　
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
は
そ
れ
と
一
体

地
（
壬
生
・
藤
井
地
区
）
　
の
現
地
調
査

の
た
め
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
調
査
箇
所
は
黒
川
の
東
雲
橋
と
藤
井

橋
と
の
間
（
１
、
６
０
０
ｍ
）
に
位
置

し
、
堤
の
桜
並
木
は
県
の
名
勝
百
選
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
東

委
員
に
説
明
を
行
う
町
長

化
し
た
河
川
改
修
の
整
備
促
進
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
清
水
町
長
ほ
か
町
執
行

部
を
け
じ
め
、
町
議
会
か
ら
荒
川
副
議

長
、
鈴
木
建
設
水
道
常
任
委
員
長
が
出

席
、
清
水
町
長
が
町
の
公
園
整
備
計
画

に
つ
い
て
説
明
し
、
県
が
実
施
し
て
い

る
河
川
改
修
工
事
の
更
な
る
整
備
促
進

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
次
の
４
か
所
も
早
期

着
工
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

①
「
道
路
改
庶

　
　
鰹
沼
∴
困
谷
の
県
道
羽
生
田
・
上

　
　
蒲
生
線
　
延
長
―
、
０
０
０
ｍ

②
「
道
路
改
良
」

　
　
今
井
の
県
道
宇
都
宮
・
栃
本
線

　
　
延
長
１
、
９
５
０
ｍ

③
「
道
路
改
良
」

　
　
国
谷
の
県
道
宇
都
宮
・
栃
本
線

　
　
延
長
２
、
０
０
０
ｍ

①
｛
橋
梁
整
然

　
　
国
道
３
５
２
号
線
の
黒
川
に
架
か

　
　
る
東
吉
橋
の
架
け
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

人見守豊氏

　７月11日、知事室において平成６年度の褒章受章者

に知事から伝達が行われ、本町に縁の深い宇都宮市在

住の人見　守豊氏が紺綬褒章を受章されました。

　紺綬褒章は、公益のために多額の私財を寄付された

功労者に授与されるものです。

教
育
功
労
者
を
表
彰

壬
生
町
教
育
文
化
祭

　
町
の
教
育
功
労
者
を
表
彰
す
る
壬
生

町
教
育
文
化
祭
が
７
月
1
5
日
、
壬
生
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
や
来

賓
の
方
々
な
ど
約
7
0
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
　
こ
の
教
育
文
化
祭
は
３
年
ご
と
に
お

こ
な
わ
れ
て
お
り
、
町
内
に
2
0
年
以
上

勤
続
さ
れ
た
教
育
関
係
者
や
学
校
医
の

方
を
は
じ
め
、
教
育
振
興
の
た
め
に
金

品
を
寄
付
さ
れ
た
方
、
本
町
を
最
後
に

人
見
　
守
豊
氏
石
炭
）

　
　
　
　
宇
都
宮
市

　
　
　
　
　
　
辻
野
町
６
心

　
人
見
守
豊
氏
は
、
千
生
の
生
ん
だ
漆

芸
家
、
人
見
賊
民
氏
（
明
治
2
7
年
に
壬

生
舟
町
に
生
ま
れ
、
同
3
9
年
、
日
光
堆

朱
２
代
目
上
野
桐
恵
に
入
門
、
日
光
彫

り
と
漆
を
学
び
、
大
正
８
年
に
日
光
堆

朱
３
代
目
を
継
ぎ
、
大
正
年
間
に
は
２

度
の
皇
室
献
上
す
る
な
ど
、
戦
前
、
戦

　
　
　
｝

退
職
さ
れ
た
教
職
員
の
方
な
ど
、
町
の

教
育
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
2
5
名

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
清
水
町
長
か
ら

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
の
あ
と
に
は
、
元
壬
生
町
英
語
指

導
助
手
の
フ
ェ
リ
シ
テ
ィ
・
エ
セ
イ
ム

先
生
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
「
私

の
日
本
感
」
と
題
し
た
お
話
に
出
席
者

の
み
な
さ
ん
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

後
を
通
じ
て
日
光
堆
朱
の
第
１
大
昔
と

し
て
活
躍
。
昭
和
3
5
年
に
は
栃
木
県
文

化
功
労
章
を
受
賞
）
の
長
男
で
、
昨
年

の
７
月
～
８
月
に
か
け
て
威
民
の
生
誕

１
０
０
年
を
記
念
し
町
歴
史
民
俗
資
料

館
で
催
さ
れ
た
『
第
４
回
特
別
展
・
人

見
威
民
展
』
を
機
に
、
「
父
は
生
前
、

壬
生
町
を
愛
し
、
威
民
の
名
前
も
壬
生

城
の
民
と
い
う
意
味
で
っ
け
た
も
の
で

す
。
父
の
作
品
が
壬
生
町
仁
尻
る
の
が
、

父
と
し
て
も
一
番
う
れ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
い
う
こ
と
で
、
威
民
の
作
品
、

濤
二
曝
硯
屏
な
ど
日
光
堆
朱
1
5
点
の
作

品
を
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
町
歴

史
民
俗
資
料
館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

４



警告7

　町内の交通事故が著しく増加

恕誼紬忿眼路の衝動かも

☆交通事故発生状況(1月～7月15H現在)

－
―
－
－
－
－
－
－
‐
‐
‐
‐
―

県
内
の
平
成
ｆ

）
２
２
件
こ

］
滅
）
、
負
傷

好
に
推
移
７

叉
通
事
故
発

‥
（
前
年
比
つ

駿
１
９
５
人

て
い
ま
す
。

で
、
わ
が

を
防
ぐ
こ

｀・　’ﾉ｜礁交：

　　､_｜

椎
皇
入
場
か
ら

　
　
　
　
話
し
合
お
う

　
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
「
家
族
」
の
中
に
は
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
お
父
さ
ん
や
お
兄

さ
ん
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
に
乗
る
お
母
さ
ん
、

自
転
車
に
乗
る
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て

歩
行
者
と
し
て
の
お
年
寄
り
と
、
交
通

安
全
を
考
え
る
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

立
場
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
う
時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
日
ご
ろ
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
ど
ん

な
こ
と
に
気
を
っ
け
て
い
る
か
、
ど
う

す
れ
ば
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
う
立
場
か
ら
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
の
行
動
を

　
　
チ
エ
ッ
ク
し
よ
う

　
い
ま
ま
で
の
「
ヒ
ヤ
ッ
」
と
し
た
体

験
や
、
日
ご
ろ
の
反
省
な
ど
も
含
め
、

お
互
い
に
交
通
安
全
の
チ
エ
ッ
ク
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
家
庭
で
の
何
気
な
い
会
話
の
な
か

に
、
い
ま
ま
で
気
が
っ
か
な
か
っ
た
こ

と
や
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が

今
後
の
家
族
の
交
通
安
全
に
き
っ
と
役

立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

街
頭
指
導
の
よ
う
す

　
夏
の
無
謀
運
転
追
故
運
勤
期
間
中
の

７
月
1
8
日
、
町
及
び
町
交
通
安
全
協
会

・
交
通
指
導
員
・
交
通
安
全
母
の
会
・

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
栃
木

警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
壬
生
バ
イ
パ

ス
と
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
ジ
ャ
ス
コ
前
に

お
い
て
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

る
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
で
多
発
す
巫
父
通
事

故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着

用
を
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

５



経営事項審査を申請される皆さまへ

r‾‾‾‾“‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾1

i　経営事項審査が次のように改正になりますので

、

取｜

｜　り扱いにご注意ください。　　　　　　　　　　　　　l

L

……___…______…____________…___……___……_____｣

◇
経
営
事
項
審
査
の

　
　
　
　
　
主
要
な
改
正
点

〒
）
審
査
締
切
日
の
廃
止

　
　
　
１
月
1
4
目
の
審
査
締
切
目
が
廃

　
　
止
さ
れ
、
行
政
庁
及
び
指
定
経
営

　
　
状
況
分
析
機
関
が
経
営
事
項
審
査
、

　
　
経
営
状
況
分
析
の
申
請
の
時
期
及

　
　
び
方
法
等
を
定
め
、
そ
の
内
容
を

　
　
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　
　
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
た
だ
し
、
施
行
規
則
改
正
規
定

　
　
の
施
行
が
平
成
７
年
１
月
1
5
目
と

　
　
な
っ
て
い
る
の
で
、
６
年
度
の
経

　
　
営
事
項
審
査
に
限
り
、
従
来
ど
お

　
　
り
１
月
１
４
目
の
締
切
り
に
な
り
ま

　
　
す
。

（
２
）
審
査
基
準
日
の
変
更

　
　
　
審
査
基
辛
目
は
現
行
の
「
1
0
月

　
　
―
ロ
」
か
ら
「
申
請
者
が
経
営
事

　
　
項
審
査
を
申
請
す
る
目
の
直
前
の

　
　
決
算
終
了
日
」
　
（
決
算
日
）
　
に
変

　
　
更
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
）
新
た
な
審
査
項
目
の
追
加

　
　
　
主
観
的
評
価
事
項
と
し
て
い
た

　
　
　
「
労
働
福
祉
の
状
況
」
及
び
呈

　
　
事
の
安
全
成
績
」
が
客
観
化
さ
れ
、

　
　
全
国
統
一
の
審
査
項
目
と
し
て
新

　
　
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
こ
れ
ら
新
た
に
追
加
さ
れ
た
審

　
　
査
項
目
に
従
来
か
ら
の
「
営
業
年

　
　
数
の
評
価
」
を
あ
わ
せ
た
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
「
そ
の
他
の
審
査
項
目
（
社
会
性

　
　
号
Ｗ
１
　
１
）
と
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
総
合
評
点
の
算
出
式
の
変
更

　
　
　
中
央
建
設
業
審
議
会
建
議
の
提

　
　
言
に
よ
り
総
合
評
点
の
算
出
式
が

　
　
線
形
式
（
加
算
式
）
に
変
更
さ
れ
、

　
　
各
評
価
項
目
の
ウ
エ
イ
ト
に
つ
い

　
　
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇経営事項審査の手順

………(経営事項審査)

●経営規模(Ｘ)

●技術力(Ｚ)

●その他の布告項目(Ｗ)

　　　(社会性等)

栃木席上本部監理課

　(大臣許可業者は知事

経由)

＊10月受付開始(予定)

●経穴状況分析(Ｙ)

　(財)建設業者情報管理

　　　センター

　　　栃木県支部

(郵　使)
建
設
業
者

が必＊受刊票(ハガキ

決算期 受付期間

平成５年10月～12月

　(個人業者を含む)

平成６年１月～３月

平成６年７月20日～平成６年８月31日まで

平成６年４月～６月

平成６年７月～９月

平成６年９月30日まで

平成６年11月30日まで

○
分
析
手
数
料

　
　
１
こ
り

○
納
付
先

＊９月決算の業者の方で県の審査期日までに決算が修了しない場合は､審査期

　日前(ただし､提出期限は12刑6日とする)に県監理課あてにその旨の文書を

　提出することにより、１月の特例審査を受けることができます。

２
０
０
円
（
消
費
税
込
）

　
（
財
）
建
設
業
情
報
管
理
ヤ
ノ
タ
ー

○
納
付
方
法

　
郵
便
振
替
又
は
銀
打
抜
込

◇経営事項審査(×、Ｚ、Ｗ)

受付は決算期別に第1期、第2期に分けて

行う予定です。

W

決算期 受付期間

平成５年10月～平成６年６月 平成６年10月開始予定（第１期）

平成６年７月～平成６年９月 平成６年12月　々　（第２期）

＊審査会場及び期日詳細等については､後日栃木県よりお知らせします。

　
○
審
査
手
数
料

　
　
１
業
種
　
１
０
、
４
５
０
円

　
　
　
〒
業
種
追
加
す
る
ご
と
に
２
、

　
　
　
３
５
０
円
を
加
号

　
○
納
付
方
法

　
　
　
・
知
事
許
可
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
木
県
収
入
証
紙

　
　
　
・
大
臣
許
可
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
入
印
紙

◇
財
務
諸
表
の
作
成
上
の
注
意

　
　
　
財
務
諸
表
は
、
消
費
税
の
経
理

　
　
処
理
方
式
が
「
税
抜
経
理
」
に
よ

　
　
り
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

◇
申
請
用
紙
の
販
売

　
　
　
経
営
状
況
分
析
（
Ｙ
）
の
申
請

　
　
用
紙
は
７
月
中
旬
、
経
営
事
項
審

　
　
査
（
Ｘ
、
Ｚ
、
Ｗ
）
の
申
請
用
紙

　
　
は
８
月
下
旬
か
ら
次
の
と
こ
ろ
で

　
　
取
り
扱
い
ま
す
。

　
　
・
栃
木
県
建
設
業
協
会

　
　
宇
都
宮
市
梁
瀬
町
１
９
５
８
‐
１

　
　
　
　
�
０
２
８
６
－
３
９
－
２
６
１
１

　
　
ま
た
は
、
各
支
部

◇
問
合
せ
先

○
経
営
事
項
審
査
全
般
及
び
ｘ
ｚ
、
ｗ
）

　
　
・
県
土
木
部
監
理
課
建
設
業
係

　
　
　
　
�
０
２
８
６
－
２
３
－
２
３
９
０

０
経
営
状
況
分
析
（
Ｙ
）

　
工
財
）
建
設
業
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
木
県
支
部

　
　
　
　
�
０
２
８
６
－
３
９
１
９
】
３
２
１

６

〈
〉
受
付
期
間

　
●
経
営
状
況
分
析
（
Ｙ
）

　
　
　
平
成
６
年
度
の
経
営
状
況
分
析

　
　
の
受
付
は
、
７
月
2
0
日
か
ら
開
始

　
　
し
ま
し
た
。

　
　
　
な
お
、
受
付
は
次
の
と
お
り
決

　
　
算
期
別
に
行
い
ま
す
の
で
ご
注
意

　
　
く
だ
さ
い
。



フ

華
を
そ
え
た
七
夕
飾
り

八坂祭Ｃ

　
城
東
町
の
子
供
会
育
成
会
（
栗
原
浩

会
長
）
と
老
人
ク
ラ
ブ
「
緑
風
ク
ラ
ブ
」

（
荒
川
栄
一
会
長
）
　
で
は
７
月
３
日
、

東
涙
腺
壬
生
駅
前
通
り
に
長
さ
約
1
0
仁

の
七
夕
飾
り
を
４
本
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
七
夕
飾
り
は
ハ
坂
祭
の
期
間
中

の
1
0
口
ま
で
飾
ら
れ
、
通
行
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

壬
生
駅
前
通
り
に

　
　
　
　
七
夕
飾
り

こぎわう

新
し
く
な
っ
た

　
　
当
番
町
（
舟
町
）

の
屋
台

生活活動に合ったエネルギーを
　日常生活の中で、体を勤かすことが少なくなった今日、消費す

るエネルギーも少なくなり、余分なエネルギーが蓄積され、肥満

を招きやすい環境にあります。

　肥満を予防するには、昔から腹八分目といわれていますが、食

べ過ぎに注意し、普段から自分の体重に関心を持つことが必要です。

　　　　　　　　　　＜減食のポイント＞

ア月ア日～１６日

―
―
す
↑
１
①

　
７
月
3
1
口
、
雷
雨
の
な
か
、
雄
琴
神

社
に
大
勢
の
参
拝
客
が
訪
れ
、
茅
の
輪

を
く
ぐ
っ
て
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

j/ﾌ:7.ヌ

茅
の
輪
く
ぐ
り

　１．低エネルギー食品を用いてボリューム感を出す。

　２．朝食を充実させる。

　３．副菜（生野菜サラダや汁物など）を先に食べて、ある程度の満腹感を得る。

　４．よく噛んで、ゆっくり食べる。

　ところで、自分の活動量に見合った食事量をとることが基本ですが、活動量の少ない人

が、それに見合った食事量に抑えると食物の選択の幅が狭くなり、食生活がたいへん窮屈

になってしまいますし､蛋白質・ビタミン・ミネラルなどの必要な栄養素の不足をきたす心

配もあります。

　ですから、日ごろから積極的に体を動かしてエネルギー消費量を高め、食事内容にゆと

りをもたせるよう努めましょう。１日に２ ００Ｋｃａ１のエネルギーを消費すると、食事の内

容に楽しみが広がり、体力も向上します。めやすとして、ジョギング（160m/分）や縄とびな

ら20分校で２ ００Ｋｃａ１を消費し、通勤や買物での歩行なら１時同程度で２ ００Ｋｃａ１、少し

ゆっくり歩くと、１時間で１ ６０Ｋｃａ１のエネルギーを消費します。



ＳＴＯＰ
　゜゛｀'･　　考えてみませんか/

jゝj1DS　　　お子さんの性教育･ｴｲｽﾞ教育を

エイズ教育の授業が行われました。

　６月から７月にかけて、町内各校で小学４年生、中

学１年生、高校１年生を対象にエイズの授業が行われ

ました。

　子どもの発達に応じて、エイズについて、何を、ど

のように教えたらよいか、をそれぞれの学校で十分に

検討したうえでの実践です。なれない内容のため、教

える先生方にも多くのとまどいがありましたが、「子ど

もたちが自分の問題としてエイズを考えられるように

しよう」を合言葉に進めてきた研究の成果です。

　壬生小学校では、４年生が「血液のはたらきと病気」

について学習しました。

　○血液には・酸素や栄養分を運ぶ働き・傷口を塞ぐ

　　働き・病原菌をころす働きがあること。

　○エイズは血液を介してうつる病気であること。

　○血液がついたら水で洗うこと。

　などが主な内容でした。子どもたちは、先生の用意

したＶＴＲや、図書室の本を活用してエイズについて

活発に調べていました。

　改善点もいくっかありましたが、子ども一人ひとり

が熱心に取り組み、参観した先生方を感心させていま

した。

エイズ感染の状況

エイズ

全国及び栃木県の平成６年４月末現在のエイズ感染

の状況をお知らせします。

＼ 感染者数 男　　　性 女　　　性

全　　国

　　　　人

1,546(810)

　　　人

848(237)

　　　人

698(573)

栃木県 33(23) 10(2) 23(21)

・凝固因子製剤（血液製剤）による感染者は除きます。

　（　）内の数値は外国人です。

　壬生中学校では１年生の全クラスが「エイズを知る」

という授業を展開しました。

　○エイズは世界で、日本で、県内で多くの感染者を

　　出していること。

　ＯＨＴＶは免疫の仕組みを破壊してしまうこと。

　○エイズはいろいろな合併症を引き起こすこと。

　ＯＨエＶは日常生活では感染しないこと。

　について、グループ毎にかなり詳しく調べ、その発

表会をしました。「エイズと言う病気のことがよく理解

できた。でも普通の生活をしていれば感染しないこと

が分かったので安心した｡」といった子どもの感想が聞

かれ、指導にあたった先生方もエイズ教育の手応えを

強く感じ取っていました。

々

｀・ 二知 識
その６

監修 栃木県伝染病予防調査協議会会長

栃木県連合学校保健会会長

　　　　　松　本　　幸　三

　全国的な傾向としては、次のことがあげられます。

・国内での異性間の性的接触による感染が増えている

　こと。

・日本在住の外国人の感染が減少する反面、日本人の

　感染が増えていること。

　一方、栃木県の状況をみてみますと、県内在往者で

ＨＩＶ感染が確認されたのは左の表のように33名です。

感染の傾向としては、全国のそれと同じようですが、

感染者の数をみると、都道府県別では第９位、人口10

万人の割合で見ると第６位となり、憂慮すべき状況で

す。

今後、より一層、県民のエイズヘの関心の高まりと、

児童生徒とのエイズ教育への主体的な取り組みが期待

されます。

／
　
（
Ｘ
）

｜

｜



小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
壬
生
町
学
校
体
育
連
盟
主
催
の
小
学

校
陸
上
競
技
犬
合
が
７
月
１
日
、
町
総

合
運
動
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
町
内
各
小
学
校
の
選
抜
選

手
、
５
年
生
（
男
・
女
）
と
６
年
生

（
男
・
女
）
が
出
場
し
、
５
種
目
に
わ

た
り
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
の
記
録
上
位
者
は

郡
大
会
お
よ
び
県
民
中
央
ス
ポ
ー
ー
ツ
大

会
（
９
月
2
5
且
に
出
場
し
ま
す
。

灰
塵
賜
」

-

◆
５
年
生
男
子

１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
野
口
　
洋
輔
晏
小
）
　
　
1
5
秒
0
0

２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
金
村
　
拓
郎
（
東
小
）
　
　
3
1
秒
4
4

１
０
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
細
井
　
祐
補
足
小
）
３
分
3
4
秒
9
0

走
り
幅
跳
び
　
ー
位

　
野
口
　
洋
輔
晏
小
）
　
３
９
２
ｍ

走
り
高
跳
び
　
１
位

　
小
高
　
一
人
（
壬
小
）
　
　
１
１
５
ｍ

◆
５
年
生
女
子

１
０
０
ｍ
走

　
佐
藤
　
宏
美

２
０
０
ｍ
走

１　＿　１

位壬位

　小

1
5
秒
3
3

　
佐
藤
　
宏
美
（
壬
小
）
　
　
　
3
2
沙
3
0

８
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
清
水
　
恵
美
（
羽
小
）
２
分
5
0
秒
0
7

走
り
幅
跳
び
　
ー
位

　
清
水
　
恵
美
（
羽
小
）
　
３
５
９
ｍ

走
り
高
跳
び
　
ー
位

　
長
谷
川
美
香
（
壬
小
）
　
１
０
５
ｍ

◆
６
年
生
男
子

１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
大
森
　
悛
　
（
安
小
）
　
　
　
1
3
秒
9
3

２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
柄
目
　
直
人
（
安
小
）
　
　
　
2
8
秒
2
0

『
耕
人
の
魂
こ
こ
に
或
る
』

１
１
年
の
歳
月
を
か
け

　
羽
生
田
圃
場
整
備
が
完
了

　
羽
生
田
土
地
改
良
区
（
高
山
　
宝
理

事
長
）
の
竣
工
式
及
び
建
碑
の
除
幕
式

が
７
月
2
0
日
、
稲
見
県
農
村
整
備
課
長

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
方
々
や

清
水
町
長
ほ
か
関
係
職
員
な
ど
来
賓
多

数
が
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
近
代
的
な
農
業
経
営
に

ふ
さ
わ
し
い
生
産
基
盤
と
す
べ
く
、
昭

和
一
ｙ
Ｊ
年
に
壬
生
町
で
最
初
の
県
営
圃
場

整
備
事
業
と
し
て
工
事
に
着
手
し
、
Ｈ

年
の
歳
月
を
要
し
、
事
業
の
竣
工
を
迎

え
ま
し
た
。

　
羽
生
田
土
地
改
良
区
は
、
町
の
北
西

部
に
位
置
し
、
二
方
か
ら
の
沃
地
に
よ

り
構
成
さ
れ
、
整
理
前
の
水
田
は
区
画

の
不
整
形
や
屈
曲
し
た
道
水
路
の
た
め

作
業
機
械
の
搬
入
搬
出
・
作
業
能
率
の

低
下
な
ど
多
大
な
労
力
を
費
や
し
て
い

１
０
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
戸
崎
　
貴
幸
（
壬
小
）
３
分
2
3
秒
0
7

走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
柄
目
　
直
入
谷
小
）
　
４
２
２
ｍ

走
り
高
跳
び
　
ー
位

　
田
島
　
秀
章
（
東
小
）
　
　
１
３
０
ｍ

◆
６
年
生
女
子

１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
田
辺
　
瑠
美
（
睦
小
）
　
　
　
1
4
秒
5
3

２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
大
橋
亜
加
判
（
壬
小
）
　
　
　
３
１
秒
引
］

８
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
小
川
　
麻
美
（
安
小
）
２
分
4
5
秒
8
9

走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
高
橋
　
里
美
（
稲
小
）
　
４
０
２
ｍ

ま
し
た
。

　
こ
の
圃
場
整
備
事
業
に
よ
り
区
画
整

理
、
農
地
の
集
団
化
が
な
さ
れ
、
経
営

の
合
理
化
・
機
械
化
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
が
図
ら
れ
、
近
代
的
な
農
業
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
羽
生
田
地
区

　
　
　
県
営
圃
場
整
備
事
業

○
期
　
間
　
昭
和
5
7
年
度
～

　
　
　
　
　
平
成
５
年
度
（
Ｈ
年
間
）

○
事
業
量

　
・
区
域
面
積
　
９
２
ｈ

　
・
水
路
延
長
　
２
７
、
２
１
７
ｍ

　
・
道
路
延
長
　
１
０
、
８
９
６
ｍ

　
・
暗
渠
排
水
　
３
４
ｈ

走
り
高
跳
び
　
１
位

　
長
谷
川
久
子
（
東
小
）
　
１
２
０
ｍ

○
事
業
費

○
組
合
員

８
億
８
千
７
百
万
円

　
　
　
　
１
８
亘
戸

建
碑
の
除
幕
式
の
よ
う
す

９
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「
趣
味
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り
組
む

の
が
好
き
で
す
ね
」
と
い
う
渡
辺
さ
ん

ご
夫
妻
。
功
兄
さ
ん
は
、
昭
和
一
一
丿
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

心

ら
北
小
林
第
一
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
を
し
て
い
ま
す
。

　
功
光
さ
ん
は
菊
を
育
て
る
の
が
好
き

密達者

　カッフル

緋北小林かつてる

渡辺　切先さん（ワ９）

　　　シヅさん（７３）
夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
萌

　　着付教室を開いてみたい

　　　　　　　幸町一丁目　森　光子さん

　「友人といっしょに時間にとらわれない旅行を

したいですね」と話す光子さんは、町内の内科医

院で医療事務の仕事をしています。

　休みの日などは、リフレッシュを兼ねてカラオ

ケに行ったり、得意なお菓子を作ったりしている

とか。そして、将来の希望は「自宅で着付教室を

開いてみたい」と、笑顔で答えてくれました。

[白い風景圓]

　壬生北小学校６年

　　　　　　吉沢　藍

:

9

目，

ざ
丁
萍

姉
尨
∇
ザ
ー
ヤ

壬生北小学校３年

　　　　　朝日　庸介

肌
◎
⑩
忌

……

…

…

曼

ﾉ

ｴ
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学童少女ソフトボール大会

壬生北クラブが優勝
　第13回壬生町学童少女ソフトボール大会が６月26

日、７月２日の二日間にわたり、附記合運動場で行

われました。

　大会には、町内の学童少女６チームが参加し熱戦

が展開され、壬生北クラブと安塚フロンティアとの

決勝戦になり、１点を争う奸ゲームの結果、５対４

で壬生北クラブが優勝しました。

　-　Jし績づ

優　勝　　壬生起クラブ

準優勝　　安塚フロンティア

３　位　　藤井クラブ

　なお、上位３チームは、７月30日から行われた第

22同県学童少女ソフトボール大会に出場、壬生北ク

ラブは、準決勝に駒を進め奥沢ヴィーナスソフト

（大田原）と決勝進出をかけ対戦しましたが、惜しく

も敗れ決勝進出はなりませんでした。

ふねま4

で
、
約
8
0
鉢
の
菊
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

毎
年
Ｈ
月
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
る

菊
花
合
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
か
か
さ
ず

出
展
し
て
お
り
、
最
後
等
賞
や
後
等
賞

を
何
度
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。
「
コ
ン

テ
ス
ト
の
日
に
あ
わ
せ
て
菊
を
一
番
よ

い
状
態
に
す
る
の
が
難
し
い
で
す
ね
」

と
切
先
さ
ん
は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
菊
花
会
の
友
人
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
な
所
へ
菊
を
見
に
行
く
こ
と

も
多
い
そ
う
で
す
。

　
シ
ヅ
さ
ん
は
花
や
植
木
を
育
て
る
の

が
好
き
で
、
ラ
ン
や
サ
ツ
キ
な
ど
の
花

や
楠
本
が
庭
に
た
く
さ
ん
植
え
て
あ
り

ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
好
き

で
、
週
２
回
の
練
習
七
月
４
回
の
交
流

試
介
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
二
人
の
所
属
チ
ー
ム
は

昨
年
の
農
協
の
大
会
で
県
大
会
に
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
ほ
ど
の
実

力
の
持
ち
主
で
す
。
ま
た
、
お
二
人
は

温
泉
も
好
き
で
、
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
仲

間
と
鬼
怒
川
や
塩
原
の
温
泉
に
行
く
の

が
と
て
も
楽
し
い
」
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
が
結
婚
し
て
か
ら
引
一
年
が
た

ち
ま
し
た
が
、
「
健
康
で
、
気
の
あ
う

仲
間
も
い
て
、
家
族
と
も
う
ま
く
い
っ

て
い
ま
す
し
、
最
高
に
幸
せ
で
す
ね
」

と
お
二
人
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

チピッ子アルハム

兄
姉
な
か
よ
く
元
気
で
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。
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（
父
）
三
浦
　
久
之
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
〃
　
法
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
万
　
町
）

ま
ｔ
舞

ち
ゃ
ん

（
１
歳
・
２
女
）

麻衣子らゃん（２歳べ女）

　　（父）秋谷　文明さん

　　（母）　々　　　順子さん

お母さんから一言

(六芙町南部第-)

元気でやさしい子に育ってほしいです。



原
水
爆
禁
止
・

　
　
　
国
民
平
和
大
行
遣
米
庁

　
１
９
９
４
年
国
民
平
和
大
行
進
栃
水

県
実
行
委
員
会
の
原
水
爆
禁
止
・
国
民

手
カ
ン
ナ
に
よ
る

か
ん
ぴ
よ
う
む
き
に
挑
戦

平
和
大
行
進
が
７
月
３
日
か
ら
県
内
の

各
市
町
村
を
行
進
、
本
町
に
は
７
月
ロ
ー

日
来
庁
、
清
水
町
長
の
出
迎
え
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
国
民
平
和
大
行
進
は
、
広
島
、

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、
来

年
で
半
世
紀
を
迎
え
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
界
に
は
多
く
の
核
兵
器
が
保
有

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
今
日
、
核
兵

器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
求
め

て
５
月
７
日
に
北
海
道
を
出
発
し
、
８

月
３
日
の
広
島
ま
で
全
国
各
地
を
行
進

し
ま
し
た
。

班
旗
を
作
成
す
る
こ
ど
も
た
ち

昔
な
が
ら
の

　
　
　
か
ん
ぴ
よ
う
む
き
を
体
験

　
五
町
教
育
委
員
会
（
壬
生
町
、
上
三
　
　
ん
ぴ
ょ
う
の
ル
ー
ツ
や
か
ん
ぴ
ょ
う
む

川
町
、
南
河
内
町
、
石
橋
町
、
国
分
寺
　
　
き
機
の
移
り
変
わ
り
な
ど
が
展
示
さ
れ

胆
主
催
の
五
町
合
同
文
化
財
巡
回
展
　
　
ま
し
た
。

（
か
ん
ぴ
ょ
う
Ｉ
そ
の
伝
来
と
生
産
の
歩
　
　
　
ま
た
、
７
月
１
３
日
に
は
安
塚
小
３
年

み
Ｉ
）
が
７
月
７
日
～
1
7
日
ま
で
南
天
　
　
生
が
、
昔
の
か
ん
ぴ
ょ
う
の
作
り
方
を

飼
地
区
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
学
は
う
と
手
カ
ン
ナ
を
使
っ
た
か
ん
ぴ

　
こ
れ
は
、
広
域
的
な
文
化
財
の
認
識
　
　
ょ
う
む
き
を
体
験
、
か
ん
ぴ
ょ
う
は
見

を
深
め
文
化
財
愛
護
思
想
を
目
ざ
す
た
　
　
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
か
ん
ぴ
ょ
う
を

め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
　
む
く
の
や
千
カ
ン
ナ
を
見
る
の
も
初
め

栃
本
県
南
部
地
域
が
Ｉ
犬
生
産
地
と
な
　
　
て
で
苦
労
し
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん

っ
て
い
る
か
ん
ぴ
ょ
う
が
テ
ー
マ
。
か
　
　
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
も
体
験

　
町
教
育
委
員
会
・
町
子
供
会
育
威
令

連
絡
協
議
会
（
栗
原
　
浩
会
長
）
共
催

の
児
童
文
化
教
室
（
宿
泊
研
修
）
が
７

月
2
8
日
か
ら
3
0
日
ま
で
の
３
日
間
、
嘉

陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
に
、
町
内
の
小

学
校
か
ら
6
8
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
宿
泊
研
修
を
通
し
て

「
自
然
に
親
し
む
子
ど
も
」
、
「
心
も
体

も
強
い
子
ど
も
」
、
「
仲
よ
く
く
ら
せ
る

子
ど
も
」
を
育
て
て
い
こ
う
と
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
初
日
は
班
旗

の
作
成
や
野
外
炊
飯
、
２
日
目
は
ウ
ォ

ー
ク
ラ
刀
Ｉ
と
自
然
観
察
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
そ
し
て
最
終
日
が
ス
ー
ー

パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
な
ど
に
町

子
逓
役
員
さ
ん
や
Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
皆
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
楽
し
い
中
に
も
実
り
多

い
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
食
中
毒
を
予
防
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
食
品
衛
生
講
習
会
を
開
く

　
壬
生
町
食
品
衛
生
協
会
（
橋
本
　
茂
　
　
す
る
た
め
７
月
1
3
口
、
壬
生
中
央
公
民

会
長
）
で
は
、
食
中
毒
の
季
節
に
対
処
　
　
館
で
食
品
衛
生
講
習
会
を
開
き
、
会
員

-

て
　
約
３
８
０
名
が
出
席
し
て
、
食
中
毒
予

Ｗ
　
防
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
席
上
、
平
成
６
年
の
優
良
店
舗
と
し

必
　
　
て
「
並
本
屋
（
本
村
キ
ミ
）
」
、
「
け
や

　
　
き
（
篠
崎
　
清
）
」
の
２
店
が
表
彰
さ

　
　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
講
習
会
に
は
、
宇
都
宮
短
期
大
学
附

　
　
　
属
高
等
学
校
講
師
渡
逼
悦
夫
先
生
の

　
　
　
「
食
中
毒
と
食
品
全
般
に
わ
た
る
取
り

扱
い
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
参

丿　
　
加
者
の
み
な
さ
ん
は
メ
モ
を
と
り
な
が

　
　
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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タ
ン
カ
ー
模
型
（
壬
生
丸
）
と

　
　
　
　
　
直
筆
の
掛
軸
を
寄
贈

　
兵
庫
県
相
生
市
在
住
の
浅
井
義
之
さ

ん
が
７
月
Ｅ
一
日
、
役
場
を
訪
れ
「
子

ど
も
た
ち
の
学
習
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
、
オ
イ
ル
タ
ン
カ
ー
　
（
壬
生
丸
）

の
模
型
と
浅
井
さ
ん
直
筆
の
掛
軸
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
浅
井
さ
ん
は
、
壬
生
町
の
出
身
で
壬

生
で
過
ご
し
た
少
年
時
代
の
楽
し
い
思

い
出
を
Ｉ
冊
の
本
に
し
た
「
ふ
る
さ
と

の
四
季
－
壬
生
町
・
昭
和
初
め
ご
ろ

ー
」
を
一
昨
年
の
６
月
に
も
１
２
０

タ
ン
カ
ー
の
模
型
と
掛
軸
を

　
　
寄
贈
さ
れ
た
浅
井
さ
ん
（
右
）

　
　
　
　
　
　
と
清
水
町
長

冊
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
「
海
の
な
い
壬
生
の
子

ど
も
た
ち
に
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
い
、
大
き
な
夢
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
元
の
職
場
の
石
川
島
播

磨
重
工
業
の
協
力
を
得
て
、
長
さ
２
７

４
ｍ
、
７
３
、
０
０
０
ト
ン
の
２
百
分

の
１
の
大
き
さ
で
、
長
さ
Ｉ
・
３
ｍ
の

タ
ン
カ
ー
を
「
壬
生
丸
」
と
命
名
し
て

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
タ
ン
カ
ー
と
併
せ
て
、
浅
井

さ
ん
直
筆
の
有
名
な
朱
熹
の
詩

「
勧
学
」
七
言
絶
句
の
揖
軸
も
い
っ
し

ょ
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
タ
ン
カ
ー
模
型
は
、
順
次
町
内
８
小

学
校
を
巡
回
し
、
壬
生
小
学
校
に
永
く

展
示
さ
れ
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
役
だ

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
掛
軸
に
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

少
年
易
老
學
難
成

一
寸
光
陰
不
可
軽

未
曼
池
塘
春
草
夢

階
前
梧
葉
已
秋
馨

【
説
明
】

少
し
の
問
で
も
学
問
を
お
さ
め
る
こ
と

な
く
油
断
し
て
い
る
と
、
少
年
時
代
と

思
っ
て
い
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
日
が

た
っ
て
年
老
い
て
し
ま
う
。

他
の
堤
の
春
の
草
花
を
い
つ
ま
で
も
楽

し
み
な
が
ら
夢
う
つ
つ
で
い
る
と
、
い

つ
の
間
に
か
階
段
の
前
（
庭
先
）
に
あ

る
ア
オ
ギ
リ
の
葉
に
は
す
で
に
秋
凰
が

吹
い
て
い
る
。

「
光
陰
矢
の
如
し
」
で
あ
る
。

W

り
片
刃

河
川
の
増
水
時
に
そ
な
え

　
　
　
水
防
演
習
に
汗
を
流
す

木
流
し
に
取
り
組
む
団
員

　
７
月
３
目
、
壬
生
町
消
防
団
（
策
応

安
男
団
長
、
団
員
２
０
３
名
）
に
よ
る

水
防
演
習
が
羽
生
旧
里
川
橋
下
の
河
川

敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
水
防
演
習
は
、
豪
雨
な
ど
に
よ

る
河
川
の
増
水
時
に
洪
水
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
、
２
年
に
１

度
、
全
団
員
に
よ
る
訓
練
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
な
か
、
団
員

た
ち
は
石
橋
地
区
消
防
組
合
職
員
の
指

導
の
も
と
で
、
玉
の
よ
う
な
汗
を
か
き

な
が
ら
、
土
の
う
積
み
や
水
流
し
な
ど

の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑤⑤
　
　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

幾
た
び
も
寝
が
え
り
う
て
ど
眠
ら
れ
ぬ

明
日
は
遠
出
の
旅
に
立
っ
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
香

襲
い
く
る
睡
魔
如
何
と
も
な
ら
ず

同
じ
頁
を
読
み
て
す
す
ま
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

亡
き
父
の
形
見
は
こ
れ
と
ひ
と
り
決
め

ど
う
だ
ん
っ
っ
じ
刈
込
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
壮

目
の
さ
め
る
よ
う
な
コ
バ
ル
ト
朝
顔
に

米
の
研
ぎ
汁
た
っ
ぷ
り
や
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
文
恵

　
　
　
　
俳
　
　
句

炎
天
に
鉄
塔
の
ぼ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

蝉
し
ぐ
れ
学
童
疎
開
の
遠
吉
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
島
福
城

鷺
草
の
気
ま
ま
に
風
と
戯
む
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ

薬
害
の
陸
稲
に
詫
び
て
追
肥
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沼
勘
一
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地
域
交
流
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ

｢地域交流ホーム

　せせらぎ｣の利用について
　せせらぎ学園では、これまで地域の方々との交

流事業として、リトミック敦室や老人クラブとの

交流会、子ども会との運動会などを行ってまいり

ました。

　このたび、これら交流事業のほかに、地域の

方々の会議や集公等にもご利用いただくことを目

的とした｢地域交流ホームせせらぎ｣が完成いた

しました。

　つきましては、次のような内容で運営いたしま

すので、多くの方々がご利用くださるようお願い

致します。

◇利用時間　　午前10時～午後５時

◇休館日　　日曜祝祭日、学園長が定めた日

◇施設内容　　・ホール(1砥64岫

　　　　　　　　・会議室(64.80�)

　　　　　　　　・和　室(12畳)

◇利用料金　　無　　料

◇利用中込み・問合せ先

　　　　　　　せせらぎ学園(壬生町大字安塚２０３２)

　　　　　　　　　　　　　　�８６－００５９

　　　　　　　　　(案内図)

｢地域交壇ホーム

　　　　せせらぎ｣

－
－
－
…
…
」
・
ノ
づ
。
。
、
、
一
コ
ー

軽部観

　　「

回

ﾐﾂﾔ写鰭

∩

安塚　　　栃

ﾊﾞｲﾊﾟｽ　　木

　　　　　　街

　　　　　　道

Ｔ

コ脚

‖

一
　
　
四

｛
Ｊ↓
↓
・
土
七
’
上
‐
‘
ｒ
十
十

　
　
‘
‐

｝
∇
牡

！

｜

｜

｜

ｌ

　時恰も京都建部と同じ年、延暦13年（７９４年）に、慈

覚大師円仁は、ここ壬生の御里（小字名、現大師町）に生

まれ、俗姓名を壬生円仁と言い幼少のころから「神童」の

誉れ高く、９歳にして仏門に入り、厳しい修行と学問に励

み、三代目の天台宗座主になりました。　　　　　

にっとぅぐほぅ　この間、世界の３大旅行記の一つと言われる「人吉求法

巡礼行記」を著すなど、数々の文化興隆に尽くした業績は

少なくありません。

郷土が生んだ偉人

前説犬師（壬生円仁）生誕↓２００年記念事業

｜ふるさと発見
◇と　　き　　１０月２９

大師まつ
日（上）～１１月３日

　
　
　
う

り
休

◇ところ　　壬生町城址公園・歴史民俗資料館ほか

◇各種催し

　径蔓立亘茫]])

○ウォークラリー

　散策コース｢ふるさと　ふれあい　みぶの道｣

　・10月30日(日)

　・散策コース15ヵ所の内10ヵ所程度のハーフコースで実施

○産業まつり

　　・11月３目(文化の日)

　　・城址公胆駐車場

　皿

○イベント広場

　　・10月29(午後)・30日、11月３日

　　・城址公園

　　・ミニSL列車､ファファ､キャラクターショー､売店など

○パレード

　　・10月30目(日)

　　・壬生犬通り

　　・屋台、女性みこし、かんぴょう踊りなど

Ｏ「壬生円仁」特別展

　・10月16日～Ｈ月20日

　・歴史民俗資料館

○文化講演会

　・10月29日（土）

　・瀬戸内寂聴先生

○企画展記念講演

‘　｡･10月30日（日）

　・成城大学教授　佐伯有清先生

○バスツアー町民号　「みちのく歴史旅」

◇詳しくは、今後、広報みぶおしらせ版・新聞折り込みで
お知らせします。

　壬生町観光協会〔役場商工観光課内（�82－1234）］

●
国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

●
国
民
年
金
（
９
月
分
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
　
９
月
3
0
哲

納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が
大
変

込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
納
付
し
ま
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